
 

 

 

 

 

 

 

実施主体  こども未来学科「施設実習Ⅲ」選択学生 

実施内容  配付リボンの製作・発表会受付時に配布、ポスター発表 

➀事前に取り組んだ内容 

 講義内では児童虐待についてのこれまでの学びをフィードバックすると

ともに、新聞記事やデータを資料とした直近の虐待事例と家庭福祉の諸問題

に触れることで、他人事ではなく我が事として問題を捉えられるようにし

た。また、里親普及事業に関する資料に基づき、社会的養護の学びを深めた。 

 本科目を履修する学生は、児童養護施設等の施設実習や就職を希望してい

るため、この運動の趣旨を理解し、意欲的に取り組むことができた。 
 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 

2021年 11月 児童虐待についての学びの振り返り 

リボン製作、ポスター製作 

12 月～翌 1 月 校内に掲示 

2022年 2月 卒業発表会会場にポスター掲示（2/19-20） 

        リボンを配付し、意識啓発活動を実施予定 
 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・虐待など子どもたちが傷つくこ

とがない社会を望んでいます。そ

のためには保育者として保護者

に寄り添い、子育てや家庭で孤立

する人をなくすこと、助け合いの

必要性を感じています。（学生 1） 
 

・この運動を通して、一人でも多

くの「虐待をなくす」ための理解

者を増やしていければと思いま

す。保育者として働いていく私

は、子ども達の命を守ることと家

族の幸せをサポートするという

思いで働いていきたいと考えて

います。（学生 2） 
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